






































































































































































































































入 院 外 来
総　数
総数 新入院 繰越入院 総　数 新来 再来
往診
i再掲）
総　　　　　　　　　　　　　数 11，647 一 一 一 11，647 1，984 9，663
7
W　血液および造血器の疾患 1 一 一 一
1 1 1
一
W　呼　吸　器　系　の　疾　患 1 一 一 一
1 1
一 一
D（　消　化　器　系　の　疾　患 10，495 一 一 一 10，495 1，816 8，679
7
む　　　　　　し　　　　　ば 5，853 一 一 一
5，853 1，051 4，802 4
歯の支持組織の疾患 4，295 一 一 一 4，295 690 3，605
3
その他の歯の疾患 205 一 一 一
205 45 160
一
その他の消化器系の疾患 142 一 一 一
142 30 112
一





X、皿不慮の事故，中毒および暴力 14 一 一 一
14 3 11
一
Y　歯の補綴および分娩前後の処置 1，135 一 一 一 1，135
164 971
一
























































































































































男 女 計 男 女




















幼稚園5才 93．86 9．68 84．18 93．66 9．47 84．19 94．06 9．90 84．16
小　学　校 94．46 15．04 79．42 94．11 13．85 80．26 94．83 16．27 7＆56
中　学　校 94．13 29．04 65．09 92．98 27．87 65．11 95．32 30．25 65．07
高等学校
昼　間 95．30 29．59 65．71 93．81 27．87 65．99 96．79 31．36 65．43
夜　間 93．01 17．27 7574 92．50 1662 75．88 93．61 18．04 75．57
へ　き　地
小学校 94．78 9．05 85．73 94．65 8．38 86．27 94．91 9．75 85．16















































11質位 ① ② ③ ④ ⑤
病 高脳
血
歯の 力鼻ゼ等 1 胃消
ｰ化





































































































































































































































































A 33 219 1150秒 1026 356
B 35 241 1333 1131 962
C 32 292 　　1V97 775 683












Cl津Co 36 70．2％ 29 69．0％ 18 8L8％
C、＃C2 6 12．0 9 21．4 3 13．6
Co＝C2 6 12．0 2 4．8 1 4．6
C1ぎC2 2 4．0 2 4．8 0 0．0
計 50 42 22
表6：診査人数による60本の規格探針の損耗
の進行状況
診査人数 0　1 2 3 4 5 6
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図ll：児童（生徒，学生）歯の検査票
の検査票に記入することになるが，このような記
入形式で口腔内の所見をあらわすことは疑わし
く，たとえば，記入例から口腔内所見を再現する
ことは全く不可能である．
　従って歯科疾患の診断その結果の記載について
の信頼性についてみると，学校における定期歯科
検診で齪歯数，部位の相違上などは日常のことで，
このような矛盾は歯科検診では不可避でそれにつ
いての認識はすでに常識化している．歯科検診に
よって得られた所見についてどの程度に信頼をお
くことができるか不明な点が多い．その結果ほか
の診査者が行なった歯科疾患罹患状況の報告と診
査者がことなる報告は比較してはならないと考え
られている21）．
　このような状況下にある歯科検診の信頼性を増
すには，集団検診の具備すべき条件に照らしあわ
せ，適切な検査方法の開発に努力する必要があろ
う．
V班．ま　　と　　め
　歯科疾患の罹患についてはその軽重はあろうが
すべての国民がその状況下にあるといえる．そし
て歯科疾患予防の目的として，歯性病巣感染説な
どに基づいて生命あるいは著しい健康障害と結び
つけている．しかし現代のように平均寿命が延長
されると自然死が増加して生命の危機よりも軽度
133
の健康障害も重要性が増してくる．すなわちいか
に健康を維持するかであって，決していかに生命
を維持するかではなくなってくる．
　医学は五体満足でない人間，どこかに何らかの
欠陥のある人間も生存し，生命を享受できるよう
に努めている．しかし身体に異常が生じるような
事態は避けなければならないが，十分に努力した
上で避けられなかったものについては何らかの方
法で足らざるを補うことになる．
　これを歯科疾患にあてはめてみると，踊蝕症，
歯周疾患などで歯が欠如して義歯を装置しないと
咀噌・発音が十分でない人は歯の欠如のない人と
比べると健康度が劣ることになる．しかしこのた
めに寿命が短縮することはない．義歯で機能を回
復できる範囲内であれぽ，日常生活にも大きな制
約もないし，不幸だと嘆くことも少ない．しかし
将来，歯の欠如が生じないように小児期から耐え
ず予防処置を行い正しい習慣をつけることは重要
である．このような見地に立って歯の欠如を予防
するにはその最大の原因である歯科疾患の予防・
治療を行うことになる．
　この方法としては個人（患者）を中心とした歯
科診療所での医療と学校，職場での集団検診を中
心にした予防活動がある．ややもすると，個人が
改善されれぽ全体もよくなるといった個人中心的
な予防活動が拡大する傾向があるが，歯科診療所
での活動にはおのずから限度があるため，集団と
して歯科疾患をとらえることが是非とも必要とな
る．このためには，信頼度の高い歯科検診法の開
発とともに，これに基づく適切な事後措置が結び
つかなければならない．そして歯科医療と公衆衛
生的手段とが相いまって，はじめて歯科疾患が予
防され，歯の欠如が未然に防止されることであろ
う．
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